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令和５年度 延岡しろやま支援学校 校内研究のまとめ 

部門 聴覚障がい教育部門 学部 小学部 

研究テーマ 

低学年グループ 

 「自分ノート」を完成させ、ＩＣＴを活用した授業実践に取り組む。 

 

高学年グループ 

「自分ノート」を活用した授業実践を検討し、「九聴研 自立活動分科 

会」のレポート作成に取り組む。 

研究の内容と

方法 

昨年度作成した「キャリア教育プラン細目表」の中から必要な項目を

精選して「自分ノート」を作成し実践する。 

研究の成果 

低学年グループ 

①「自分ノート」 

  ・プロフィール表、日常生活の様子（３ページ）を作成した。 

＊保護者による選択チェック方式 

・次年度、保護者に記入してもらう。  

 

 
 ②タブレットを使った、好きな YouTube動画を選択する活動 

・ 家庭でスマートフォンなど使っている児童は一人で試行錯誤しな 

がら検索し好きな動画を視聴できた。分からない時に指導者に持っ 

てきて訴えた。 

・ 自分から発信することが難しい児童は、触れることで好きな音楽 

動画が観られることを理解しタブレットを要求するようになった。 

 



高学年グループ 

 ①「自分ノート」 

・ 自立活動の時間にワークシートとして活用し、学習したことを記 

入する形式で作成した。 

 ②九聴研レポート 

・ 自分ノートを作成するに当たって活用した「キャリア教育プラン 

細目表」をチェックし、自立活動で取り入れる内容をピックアップ 

した。 

・ ワークシートで学習したことについて実践の場面を設定し評価し 

た。 

 

       
 

       
 

       
 

 

２ 



今後に向けて 

（課題） 

低学年グループ 

・ 実際に保護者に記入してもらう中で、書きにくさや追加項目の必 

要がないかを確認する。 

高学年グループ 

・ レポート作成については、時間不足のため実践場面の評価・検討 

まで至っていないため、次年度も継続して取り組み 7月までに完成 

させる。 
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